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○
「
市
民
の
反
対
を
無
視
し
た
学
校
移
転

が
負
担
を
増
加
さ
せ
た
。
宅
地
売
却
で

予
定
価
格
13
億
円
が
３
億
５
千
万
円
に
。

９
億
５
千
万
円
の
負
担
増
と
な
る
。
人
口

減
少
中
で
宅
地
開
発
は
30
年
前
の
施
策
。」

【
賛
成
討
論
】

○
「
本
市
に
、
安
価
な
住
宅
地
を
望
む
声

は
大
き
い
。
学
校
建
設
が
進
む
な
か
で
周

辺
に
住
宅
建
設
は
必
要
で
あ
り
、
課
題
解

決
に
は
民
間
売
却
し
か
な
い
。
ま
ち
づ
く

り
の
大
き
な
転
換
期
で
あ
る
。」

○
「
大
願
寺
地
区
を
、
開
発
し
よ
う
と
の

意
気
込
み
を
評
価
す
る
。
１
日
も
早
い
宅

地
売
却
を
実
現
し
、
学
校
開
校
に
向
け
た

安
心
安
全
の
確
保
を
。
大
願
寺
事
業
は
小

方
の
重
要
な
街
づ
く
り
。」

○
「
十
分
に
審
査
さ
れ
た
結
果
の
議
案
上

程
と
察
知
し
、
出
来
る
限
り
の
支
援
を
し

て
い
く
と
の
説
明
に
期
待
す
る
。」
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本
会
議
で
採
決
の
結
果
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原
案
の
と
お
り
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

請
願

●�「
障
害
者
の
権
利
を
保
障
す
る
新
た

な
総
合
福
祉
法
の
制
定
を
求
め
る
国

へ
の
意
見
書
に
つ
い
て
の
請
願
書
」

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
採
択
―

請
願
者

　

大
竹
市
障
害
者
プ
ラ
ン
を
考
え
る
会

　
　
　
　
　

代
表　

長
谷
川　

源
太
郎
氏

　

「
去
る
８
月
30
日
に
、
障
が
い
者
制
度

改
革
推
進
会
議
か
ら
内
閣
府
担
当
大
臣
に

『
障
害
者
総
合
福
祉
法
の
骨
格
に
関
す
る

総
合
福
祉
部
会
の
提
言
』
が
手
交
さ
れ
ま

し
た
。

　

骨
格
提
言
に
基
づ
く
障
害
者
総
合
福
祉

法
の
制
定
は
、
大
竹
市
の
住
民
た
る
障
害

当
事
者
が
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
尊
重

さ
れ
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全

て
の
住
民
が
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
道
を
開
く
も

の
で
あ
り
、
全
て
の
大
竹
市
民
の
福
利
に

か
な
う
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
次
の
項

目
を
請
願
し
ま
す
。

○
国
に
対
し
、「
骨
格
提
言
」
に
基
づ
き
、

新
た
な
「
障
害
者
総
合
福
祉
法
」
の
制
定
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。」
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